
・　注意

・使用上のご注意

・施工上のご注意

取扱説明

施工説明
ウィズリモタイプ
ウィズリモ２タイプ

ライトバーが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。
電源線には、ライトバーに同梱の耐熱チューブを使用して接続する。不備があると、感電・火災の原因となります。（ライトバーに耐熱チューブ同梱の場合のみ）
器具とＰｉＰｉｔライコン及び通信補助器はペースメーカーや医療電気機器から２０ｃｍ以上離して使用する。

　送信電波を受けると、誤動作の原因となります。（ＰｉＰｉｔ調光タイプ）

・ 適 合 本 体 と 適 合 ラ イ ト バ ー の 組 合 せ は 承 認 図 ・ カ タ ロ グ を 参 照 し て く だ さ い 。
・ 本 照 明 器 具 は パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ｉ Ｄ シ リ ー ズ 専 用 本 体 と ラ イ ト バ ー の 組 合 せ で 性 能 を 満 足 し ま す 。
・ 下 表 の ラ イ ト バ ー を ご 使 用 の 場 合 は 、 ラ イ ト バ ー に 同 梱 の 説 明 書 も 合 わ せ て ご 覧 く だ さ い 。

電源方式により騒音（うなり）が大きくなる場合がありますので、以下の配線を行なってください。
　・三相電源を使用する場合は、必ず接地側を器具の端子台のＮ側に接続してください。
　・電源と器具間に片切りスイッチを設ける場合は、必ず非接地側（充電側）にお取り付けください。

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。（一般屋内用）

告警

注
直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、振動の強い場所、雨水のかかる場所、腐食性ガスの発生する場所、粉塵の発生する場所では使用しないでください。

　落下・感電・火災の原因となります。
周囲温度は、５ ３５ で使用してください。指定外の周囲温度で使用すると、ちらつきや器具の耐用年限が短くなる原因となります。
一般屋内でご使用の場合でも、器具周囲に硫黄成分が存在する場所では使用しないでください。

　（一部の食品や薬品・紙類また、車の排気ガスにも硫黄成分が含まれます。）光学性能に影響を与える場合があります。

ライトバーのカバーは樹脂製のため、取扱いに注意する。破損によるケガの原因となります。
　万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。
断熱材、防音材をかぶせて使用しない。火災の原因となります。
水平天井取付専用です。他の取付はしないでください。落下の原因となります。
本体、ライトバーを分解、改造しない。落下・感電・火災の原因となります。

意

電 源 線 は 断 熱 材 の 上 を 通 し て く だ さ い 。

断 熱 材 施 工

不 可

断 熱 材電 源 線

ライトバーのカバーはポリカーボネート製のため、直射日光の当たる場所や蛍光灯が近接する場所などの紫外線の多い場所、
　ヘキサンやアセトンなどの有機溶剤が使用される場所では使用しないでください。　カバーの劣化・破損の原因となります。
器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用する。けがのおそれがあります。

ライトバーを単独で使用しない。必ずパナソニック製ｉＤシリーズ専用本体とライトバーの組合せで使用する。落下・感電・火災の原因となります。
施工は、施工説明にしたがい確実に行なう。施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。
表示された電源電圧（定格電圧 ６％）・周波数で使用する。

　指定外の電源電圧・周波数で使用すると、感電・火災の原因となります。

１ ０ ｃ ｍ 以 上 １ ０ ｃ ｍ 以 上

２
０
ｃ
ｍ
以
上

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ　４０形、１１０形

埋込型　Ｃチャンネル回避型

ライトバータイプ ライトバー同梱説明書確認項目

プルスイッチ付
・各部のなまえと取付方法
　プルスイッチ固定金具の固定

・各部のなまえと取付方法
　センサ動作モードの設定（ひとセンサの場合）

ひとセンサ付 ・施工後の動作確認（ひとセンサの場合）

・設定について（ひとセンサの場合）

・使用上のご注意（ひとセンサの場合）

・各部のなまえと取付方法
　センサ動作モードの設定（明るさセンサの場合）

明るさセンサ付 ・使用上のご注意（明るさセンサの場合）

・故障かな？と思ったときは（明るさセンサの場合）

・動作について（明るさセンサの場合）

・明るさ記憶のリセットについて（モード１での使用）

・商品仕様（明るさセンサの場合）

施工説明

施工説明

施工説明

取扱説明

取扱説明

ライトバータイプ ライトバー同梱説明書確認項目

・　注意

・使用上のご注意
取扱説明

・使用方法
ＰｉＰｉｔ調光

タイプ
ＬｉＢｅｃｏＭ
調光・調色タイプ

・施工上のご注意
施工説明

・使用上のご注意取扱説明

アレンジ調色
タイプ

・施工上のご注意施工説明

取扱説明書
保管用

取扱説明書
施工説明書施工説明書

９８４

　取説Ｎｏ．ＮＮＬＫ４２７４２－Ｔ１

・ 下 記 組 合 せ は 、 公 共 施 設 用 照 明 器 具 型 番 と な り ま す 。

ＮＥＬ４４００ＥＮ　ＬＥ９／ＬＡ９ＬＲＳ３ＣＣ－４－３７

ＬＲＳ３ＣＣ－４－２３

ＬＲＳ３ＣＣ－４－３０ ＮＥＬ４３００ＥＮ　ＬＥ９／ＬＡ９ ＮＮＬＫ４２７４２

ＮＥＬ４２００ＥＮ　ＬＥ９／ＬＡ９

公共施設用照明器具型番 ライトバー品番 本体品番

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４２７４２　　　　ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）８２７４２本 体 品 番

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ　４０形、１１０形

埋込型　Ｃチャンネル回避型

ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）４２７４２　　　　ＮＮＬＫ（ＮＮＬＫＨ）８２７４２

本体品番ライトバー品番公共施設用照明器具型番

ＮＥＬ４５００ＥＮ　ＬＥ９／ＬＲ９
ＮＮＬＫ４２７４２

ＮＥＬ４６００ＥＮ　ＬＥ９／ＬＲ９ＬＲＳ３ＣＣ－４－６５

ＬＲＳ３ＣＣ－４－４８

ライトバー端部を持っての取り扱いはしないでください。変形による破損の原因となります。

・ 上 記 （ 　 ） 内 は 加 工 品 番 で す 。 （ 以 降 、 加 工 品 番 お よ び 特 注 品 番 の 記 載 を 省 略 し ま す 。 ）

Ｆ Ａ Ｈ Ｘ ７ 、 Ｆ Ａ Ｈ Ｘ ３ ０ 、 Ｆ Ｔ Ｅ ９ ８ ０ Ｄ 、 Ｆ Ｔ Ｅ ９ ８ ０ Ｄ Ｓ 、 Ｆ Ｔ Ｅ ９ ８ １ Ｄ 、
Ｆ Ｔ Ｅ ９ ８ １ Ｄ Ｓ 、 Ｎ Ｓ Ｒ ８ ３ Ｌ ９ 、 Ｎ Ｓ Ｒ ８ ４ Ｌ ９

特 注 品 番



・ライトバーの取り付けには方向性があります。壁面付近に取り付ける場合、本体の マークを室内側にしてください。
・電磁波低減タイプライトバーを使用される場合は器具内の送り配線はできません。電源線の器具間送り配線は、電源線を天井裏に戻して配線してください。
・ほこりの多い場所で使用される場合は、カバー内にほこりが堆積する場合があります。このような場合は防湿・防雨型ベースライトなどの密閉仕様器具をお勧めします。

結線について（ＬＡ、ＬＲ、ＤＺ、ＤＫ方式の場合）　・コントロールの結線は、コントロールの説明書をご確認ください。　　　　・調光信号線は電源線と束ねないでください。誤動作の原因となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・電源線は低圧屋内配線工事、調光信号線は弱電流配線工事が必要です。　　・電線管をご使用の場合は、電源線と調光信号線を同じ管内に収納しないでください。　

・バーコードリーダーの機種によっては器具付近で使用した場合、読み取り感度が鈍くなることがあります。
　この場合には、器具との距離を離すか遮蔽するなどの対策を講じてください。
・虫の飛来が多い場所で使用される場合は、ライトバー内に虫が侵入する恐れがあります。このような場合は防湿・防雨型ベースライトなどの防虫仕様器具をお勧めします。
・適合ライトコントロールは、当社製品をご使用ください。適合コントロールの注意事項については、適合コントロールの説明書をご確認ください。
・接続可能な器具台数は器具の定格電圧により異なります。詳細はライトコントロールの承認図、取扱説明書をご参照ください。
　　 ライトコントロールで照明器具電源を接続する場合、接続台数が減少する場合があります。ライトコントロールの定格容量とＬＥＤ器具の定格を事前に確認してください。

告
施 工 は 、 施 工 説 明 書 に し た が い 、 確 実 に 行 う 。

警
施 工 に 不 備 が あ る と 、 火 災 ・ 感 電 ・ 落 下 の 原 因 と な り ま す 。
ラ イ ト バ ー の 取 付 ・ 取 外 し は 必 ず 電 源 を 切 る 。

リ サ イ ク ル 　 照 明 器 具 を 廃 棄 す る 場 合 は 、 法 に 基 づ い て 適 切 に 処 理 し て く だ さ い 。

・ ラ イ ト バ ー に 同 梱 の 説 明 書 を 参 照 し て く だ さ い 。

ＭＮ０６２５－０１０４２６

施工上のご注意

各部のなまえと取付方法

ボルトの締め過ぎにご注意ください。

　下図を参考に調整してください。

　本体が変形し、ライトバーが取付け難い原因となります。

品番

ＮＮＬＫ４２７４２

ＮＮＬＫ８２７４２
１２００

以降の取付方法については、ライトバーに同梱の施工説明書をご参照ください。

・電源ブッシングがついていない電源穴を使用する場合は、

　必ず電源ブッシングを付け替えてください。

本体の取付本体の取付

埋込穴の開口埋込穴の開口

・本体を取付ボルトで確実に取り付ける。

　（取付ボルト推奨トルク値：０ ６Ｎ・ｍ）

　不備があると器具落下の原因となります。　不備があると器具落下の原因となります。

　（取付ボルトは、Ｗ３／　８又はＭ１０を使用する。）

３３

２２
・埋込穴、取付ボルトを図の様に用意しておく。

取付前の確認取付前の確認
・器具質量（６ ４ｋｇ：ＮＮＬＫ８２７４２＋ライト

　バーの場合）に十分耐えるよう、取付ボルトの強度・

　天井材の強度を確保する。

１

　不備があると器具落下の原因となります。

１

　不備があると器具落下の原因となります。

・電源線、アース線を本体の電源穴から引き込んでおく。

Ｗ

Ｌ

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ ８ ２ ７ ４ ２ ＋ ラ イ ト バ ー の 例 で 説 明 し て い ま す

（ Ｎ ： 連 結 台 数 ）

単 体 連 結 取 付

１２５７
２２０ （２４５７ Ｎ－２０）

４５１２２０ （１２５１ Ｎ－２０）

埋込穴寸法：Ｗ （Ｌ）

額 縁 か ら 本 体 底 面 ま で の 距 離

３ ６ ｍ ｍ 以 下

ボ ル ト 引 込 み 代

５ １ ０ ｍ ｍ

　

器具取付
ピッチ

Ｐ寸法

８００

１０５７１４００

単 体 取 付
埋込穴寸法：Ｗ Ｌ

２２０ １２３５

２２０ ２４４０

ネジ

器 具 取 付 ピ ッ チ

Ｐ ： 単 体 連 結 の 場 合 の ボ ル ト ピ ッ チ

１・３１・３
本　 体

座金・ナ ット
（別途 ）

３３

ライト バー

（電 源用）
端 子台

受け金具

コ ネクタ

マ ー ク

調 光 信 号 線

・本体同士を寄せ合いながら、取付ボルトで確実に取り付ける。

単体連結の場合

・本体の外側に連結金具（ＮＮＦＫ９１０００（別途））を取り付ける。

連結金具

・ご使用前に、ライトバーに同梱の取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。・ご使用前に、ライトバーに同梱の取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。

定 格


